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フッ素樹脂使用の太陽熱高反射率塗料によ~

鋼板屋根改修例

本稿では，当社が新たに開発したフッ素樹脂

使用による太陽熱高反射率塗料(遮熱塗料)の

特徴および施工事例を紹介する。

E本開発品の特徴
①耐候性に優れたフッ素樹脂塗料である。

美観および塗装基材の保護機能を長期にわた

り保持することを目的とする

②クロムフリー顔料を使用している。

環境への配慮と太陽熱高反射性を両立した顔

料を採用

③低汚染型の機能を有している。

塗膜が汚れると太陽熱高反射性が低下するこ

とを抑制する

上記①~③により，長期にわたる太陽熱高反

射効果が実現できる。

E本開発晶の性能
各塗装アルミ板に赤外線ランプを10分間照射
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AGCコーテック(株)

した時の表面温度を図ー 1，2に示す。

一般の非遮熱塗料と比較し，本開発品は13't

ほど低い表面温度を示し，クロムフリー系であ

っても明らかな熱反射効果が得られることが分

かる。さらに防汚性試験後の表面温度測定では，

塗膜の低汚染性機能により 4.Cほど低い表面温

度を示すことから，経年後の太陽熱高反射性を

維持するためには低汚染性機能が有効であるこ

とが示唆される。なお防汚性試験は土木研究セ

ンタ一法(防汚材料評価促進試験方法I)に準

じた試験方法を適用した。

E工事概要
工事名称:某技術センター屋根

工期:2007年11月

施工面積:約6.000ぱ

施工部位:塗装鋼板屋根(改修)

E本開発晶の塗装仕様と注意事項(表ー1参照)

ど IJ~ 一二 ヌコ・ 一

本物件は濃色系に

塗装された鋼板屋根

の改修である。色調

は景観上の理由から

変更せずに空調負荷

を軽減することの要

望があり，また長期

にわたる基材保護や

2~.0 

20.0 

図-1 防汚性試験前の表面温度測定

(黒系塗膜)

男層、山

阻 35.0
制
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図-2 防汚性試験後の表面温度測定
(黒系塗膜)
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表-1

本開発品は環境に優しい顔料

を使用し，長期間にわたって太

陽熱の反射効果を持続すること

を目的としている。今後は実物

件も含めた形での効果の検証が課題であり，現

在これらに関する取り組みを行っている。

(研究・開発センター特殊塗料部長 岡本

仕上がり外観は良好であった

(写真1-2参照)。

E今後の課題

改修後写真一2

美観の維持から本開発品が採用された。施工は

ほぼ全面をスプレーで塗装され，塗装作業性や

施工途中(錆発生部のケレ

ン箇所へ下塗りを部分塗装

した後，同下塗りを全面塗

装している)

写真一 1
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~~ 
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4つの機能を同時に実現
①優れた太陽熱反射機能 ②長期耐候性

③低汚染後能 ④クロムフリー

フッ素樹指塗料

ンサンバリア@

長期にわたり、屋損等の温度上昇を抑制じます。

ヒートアイランド現象による都市部の気温上昇
句現飼Ii:貢献じます。
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